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もでき、慶応期には安定した調合を得られていたことが推測されます。それにより日 本 で 最
初 に 開 発 し た 釉 薬 の 位 置 づ け 、 広 く 江 戸 時 代 末 期 に お け る 陶 磁 器 生 産
技 術 の 一 面 を と ら え る こ と が で き た と 考 え ら れ ま す 。 「 第二節 伝世作品
研究」では、有節萬古作品の特徴、つまり現段階における作風の基準を詳 細 な 比 較 検 討 を
行 っ た 。 そ れ に よ り 、 特 に 初 代 森 有 節 に お い て は 、 盛 絵 の 立 体 感 、 金




































































 最終試験は、1 月 29 日午後 3 時 35 分から 5 時 5 分まで７２７セミナー室にておこなわれた。 
 まず、学位申請者から論文の概要の説明が 30 分余りかけておこなわれた。その後、審査委員
三名から質問が出され、申請者からそれぞれについて詳細な答が提示された。 
 成田委員からは、最初に、本論文が堅実かつ多方面からの考察により萬古焼の全体像が明らか
にされたことを評価する発言があり、具体的な質問に移った。主な質問は、「萬古焼」という名
称について、ブランドとしての位置付け、「勘弁」という語句の使用について、陶法伝書の目的、
などであった。これらについて、申請者は現段階で判明する範囲のことがらを具体的に史料に基
づき解答した。 
 吉田委員からは、まず本論文が体系的に立派な内容で、骨格がしっかりした論文であると評価
できると発言があり、以下のような質問が出された。史料「射和萬古由来書」の二種のテキスト
についての確認、ウィーン万博についての確認、ドレッセルという人物についての確認、「日本
萬古」という印について、「萬古」の概念について、他の地方の萬古焼について、職人の移動に
ついて、などである。これらについても、具体的かつ詳細な解答がなされたが、これらの解答は
論文中に注釈として盛り込んでもよかったのではないかと感じられた。 
 阪井委員からは、萬古焼の美術史上の評価、とりわけ国際的レベルでの評価について、桑名藩
の幕府献上品や全国の大名家の所蔵品の確認、神社史料の確認、陶工と信仰について、陶工技術
書の現代的意義、などについて質問がなされ、申請者からは、これらについても具体的に答が示
されたが、多くは今後の課題であることも示された。 
 以上のように、萬古焼全般あるいは日本の陶磁器について、さまざまな具体的な問いに対し、
きわめて具体的に解答があり、かつ研究が進んでいない分野においては謙虚に今後の課題とする
旨、表明があった。 
 ４でも述べたように、決して研究が深められているとは言えない萬古焼について、本論文は大
きく研究を前進させる内容を多く有し、今後の研究において必読の論文となると認められ、最終
試験においても、申請者が堅実で真摯な研究姿勢と深い知識を有することが確認できた。 
 
 
６ 学位授与についての意見 
 ４および５で述べたように、本論文は今後の萬古焼研究、日本の陶磁器研究におい
て重要な位置を占める論文であると認められる。また、学位申請者は研究者としての
資質もきわめて優秀であると認められる。 
 よって、博士の学位を授与するにふさわしいと判断する。 
 
